
槇尾川ダムの効果

・ダムの治水効果について

・Ｂ／Ｃについて



新しい情報から



50mm対応河川改修後のダムの効果

５０７２１４０１４７HWLを超える

５８４２６０堤防を超える

ダムありダムなしダムありダムなし

20年に1回の洪水100年に1回の洪水

大阪府提供水位縦断図より

大川橋より下流１７９地点のうち

図１

僅か7地点の効果



大川橋より上流の水害について

平成7年時間雨量46mmで大川橋より
上流の水害なし



ダムの効果

槇尾川ダム治水計画検討業務委託（H16.3)より

河川流下能力現況



100年対応までいくらの費用が？

槇尾川ダム建設事業（説明資料）H21年6月5日付け資料より

まだ６３３億円も必要



治水手法比較
不特定利水容量分含まず



更に10年余計にかかる理由

• 河川整備は下流からが原則
• 大川橋から上流の工事は中下流の50mm対
応が終わってからしかできない

果たしてそうなのか？

大川橋から上流は流域勾配が大きく、平地面
積が小さいことから、氾濫が起こっても川に
沿って流下する沿川流下型

上流の流下能力を上げても中下流へ
の影響は同じ



大川橋から上流はこの
タイプ

氾濫特性と模式図



大川橋上流の河川改修の下流への影響

大川橋から上流について

・浸水面積 6.6Ha
・浸水深さ 0.207ｍ
・浸水水量 13.7千トン
大川橋下流について

・浸水面積 563.5Ha
・浸水面積全体で浸水水量を負担すると仮定すると浸
水深さは0.24ｃｍ深くなる
大川橋上流の河川改修による、中下流への影響は極
めて軽微 大川橋上流の河川改修を同時に
行ってもその影響は無視できる程度

50mm対応
槇尾川当面
対応レベル
の河川改修



B／Cの変遷



B／C算定の問題点

• 被害総定額が過大すぎる
一桁違う過大な被害想定

• 効果算定の基準が誤り
50mm河川対応後のダムの効果とすべき

・残存価値を算入

寧ろダム撤去の費用を算入すべき



過大な被害想定



被害額見積もりの疑問

公共土木被害額を一般資産被害額の
１．６９４倍と設定

東海豪雨の被害実績では一般資
産被害額の０．０９２倍

公共土木被害の見積もりが
余りにも過大



残存価値を評価
撤去費用
を入れる
べき



大津川全体の僅か３％

読売テレビより（2009．5．7放送）


